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のなかで時々思いだすもののひとつに、 「大きな嘘をつけ」というものがある。当 、研究者の卵であった私は その言葉に驚き、違和感を感じたものだ。　
研究には嘘があってはいけない。







ったが、ジェイコブズは分業の新しい財貨やサービスを経済に追加し多様化と創造性をもたらすという、 分業の創造性を強調した（ 「ジェイコブズ型外部性」といわれる） 。そ てニューヨーク州の女性ドレスメーカーからブラジャ産業が発生してきた経緯や、３Ｍの多角化の事例、さらに日本の自転車産業など豊富な事例を提示し経済成長における都市の創造的な役割を主張したのである。　
ジェイコブズの著作に対しては














や生産要素の最適結合をみつけようという既存の考え方に対 、経済発展には「隠された、散在 ている、もしくは利用 稚拙な資源や能力を、発展目的に即応して喚起し協力させることの方が重大である（九ページ） 」 主張する。そして稀少な諸資源の最大化能力を喚起し動員する「圧力」や「誘導機構」を作り出すことがそれを実現するための手段と るとい 。このような発想は、企業経営や地域おこしなどにも十分応用でき 。　
またハーシュマンがこれまでの





大ハイテク・クラスタ である、シリコンバレーとルート１２８の比較研究である。軍事産業を基盤とする同じような出自でありなら、一九八〇年代の急激な環境変化のも で二つの地域は対照的な道を歩む。その理由を、両者の地域産業システムの違い、つまり水平的な企業間ネットワークからなるシリコンバレーと独立した企業群からなるルート１２８に求めた。そして地域産業システム いう概念を提示し、これまで企業や産業レベルで論じられていた競争戦略論に地域という視点を与えた。　
ハイテク・クラスター論の先駆
的な研究となった本書に対し 高い評価が多勢を占める一方で、「ナラティブ」であるとか「理論




も精通していたという点である。彼らのストーリーの背後 は膨大な実体験がある。ジェイコブズは都市に住む市民運動家で ったし、サクセニアン ボ ンに生まれその後カリフォルニアに移住しので、両地域を知り尽くしている。ハーシュマンに至っては発展途上
国の多数の開発プロジェクトに実際に携わっていた。彼らは現場を知り抜いているからこそ、正統派や主流といわれる論とは一線を画する、大きな嘘、 や独自性の高い理論を打ち立てることができたのではないかと思われる。　
第三に彼らの著作は読み物とし
てとても魅力的であるという点である。えてして研究者は厳密性にこだわるあまりに、読者に「読ませる」ということを忘れがちである。しかし社会科学にはアートの要素も含まれており、それが社会科学の特長でもある。彼らの著作はそういう意味でも優れ いる。　
彼らの著作を「壮大な嘘」とい
うと語弊があるか しれない。ただ多数の人々に信じてみたいと思わせた名著であることは疑いがい。（ふくしま
　
みち／東北大学大学
院経済学研究科教授）
